
メディア表現学科の⼈材育成に関する⽬的と３つのポリシー 【学⼠（メディア表現学）】

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー
DP1
知
識
・
理
解

(1) イメージをカタチに変えて伝達するための思考⽅法、およびコン
ピュータなどを利⽤した表現技術を⾝につけている。

１．イメージを形象化して伝達するための思考⽅法、及び
コンピュータなどを利⽤した表現技法を学ぶことができる。

２．グラフィックデザイン、写真、アニメーション、映画、
広告などの視覚⽂化領域に関する基礎的な知識と制作⽅法
を学ぶことができる。

３．視覚メディアをめぐる⽂化的社会的環境の変化に対す
る理解と批判能⼒を⾝につけることができる。

４．「基礎」、「発展」、「応⽤・発表」に区分して段階
的に習熟させる教育課程を採⽤し、理論と実践を有機的に
連結させ、ゼミ活動を重視した実践的教育を⾏うことがで
きる。

５．学内に設置したギャラリーなどの展⽰空間において、
作品、研究成果の発表を⾏い、評価を他者に求めるべく能
動的な表現活動ができる。

メディア表現学科では、多様化する情報社会において、⽂
字、画像、⾳、動画、⾝体、インターネットなどを⽤いた
メディア表現への関⼼を基盤にして、メディア表現と⼈と
の関係や、メディア表現が社会に及ぼす影響を学びます。
これらの分野に強い関⼼のある学⽣を幅広く求めます。メ
ディア表現学科では、以下のような学⽣を求めています。

１．関⼼・意欲・態度
アナログ、デジタルと問わない幅広いメディア表現に関⼼
があり、この分野における多様な知識を学び、表現を⾏う
という強い意志を持ち、⽂化、特に創作活動を尊重する⼼
を有する⼈

２．知識・教養
メディア表現の諸分野を学ぶにあたり、必要な基礎学⼒※
を習得した⼈。及び、メディア表現への豊かな感情をもつ
⼈
※⾼等学校までに履修した主要教科（国語、英語、社会、
数学、理科）の基礎的な知識

３．思考⼒・判断⼒・表現⼒
知識・教養・感性を基盤として、深い思考⼒と豊かな感性
をもとに適切な判断ができ、⾃分の考えを適切なメディア
で表現できる⼈
多彩なメディアを柔軟に使い、⾃由な発想で問題を解決し
ようとする⼈
⾃⼰表現を追求できるだけでなく、⾃らが制作した表現を
他者に伝えるコミュニケーション能⼒を⾼めることができ
る⼈

４．協調性・主体性
主体的に⾃⼰表現ができるだけでなく、チームでの表現の
ために必要な思いやりの⼼を持ち、⼈と⽂化と多様性を尊
重する豊かな⼈間性を持つ⼈

(2)
メディア表現に関する幅広い素養をもち、得意とする分野の専⾨
的な知識・技能を⾝につけ、⾃然・社会・⽂化と関連させながら
理解している。

DP2
汎
⽤
的
技
能

(1)
グラフィックデザイン、写真、アニメ、映画、マンガ、⽂芸、演
劇など、視覚⽂化ならびに⾝体⽂化に関する基礎的な知識と制作
⽅法を⾝につけている。

(2) メディアが社会や⼈間に与える影響について理解する能⼒を⾝に
つけている。

(3) メディアを効果的に活⽤し、表現やコミュニケーションをおこな
う能⼒を⾝につけている。

DP3
態
度
・
志
向
性

(1) メディア表現をめぐる⽂化的・社会的環境の変化に対する理解と
主体的に取り組む能⼒を⾝につけている。

(2) コミュニケーションをデザインする能⼒と困難な問題に対する解
決策を提案できる⽅法論を⾝につけている。

DP4

(1)
理論と実践を有機的に結びつけ、作品や研究成果の発表、公演な
どの実践により、能動的な表現活動ができる能⼒を⾝につけてい
る。

(2)
メディアを批判的･主体的に読み解く能⼒を⾝につけ、メディアを
めぐる諸問題について適切に評価し、問題解決に向けて努⼒する
態度を涵養できる。

統
合
的
な
学
習
経
験

と
創
造
的
思
考
⼒

学部の⼈材育成に関する⽬的（甲南⼥⼦⼤学学則 第２条）

⼈間が作り上げ育ててきた⽂化・⾔語および⽂学・芸術に対する深い関⼼と幅広い教養を⾝につける。
加えて、⾔語ならびにメディアの運⽤⼒を修得し、円滑な⼈間関係を築くためのコミュニケーション
能⼒と個性の発現である⾃⼰表現⼒を備えた⼈材を育成する。

学科の⼈材育成に関する⽬的（甲南⼥⼦⼤学学則 第２条）

メディアを活⽤した表現⾏為を、発信と受信の双⽅向的関係のもとに捉え直し、その作⽤と影響を考
察できる能⼒を⾝につけた⼈材を育成する。
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